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済生会滋賀県病院を受診された患者さまへ 

当院では下記の臨床研究を実施しております。 
 本研究の対象者に該当する可能性のある方で診療情報等を研究目的に利用又は提供されることを希望

されない場合は、下記の問い合わせ先にお問い合わせください。 

研究課題名 

（倫理委員会受付番号） 

VA-ECMOを導入するも救命し得なかった夾竹桃摂取によるジギタリス

中毒が疑われた一例                  854 

当院の研究責任者 平泉 志保 

他の研究機関および各施設

の研究責任者 
該当なし 

本研究の目的 

自殺目的に野草を食したのちに生じた中毒様症状で搬送された一例。来

院後、心停止に至り、VA-ECMO導入も要した症例であり、臨床経過か

らジギタリス中毒を疑ったが、原因同定に難渋し、野草摂取（夾竹桃）

の影響を疑った。VA-ECMO CHDF PE など集学的治療管理を行なった

が、合併症も併発し救命に至らなかった一例である。のちの解剖所見で

血中ジギタリス濃度が中毒域に達していたことが判明した。夾竹桃中毒

症例は本邦では症例数が少ないが、夾竹桃は街路樹として全国的に利用

されており、致死的な経過を辿ることもあり、症例報告の意義は大きい

と考えられる。 

 

調査データ該当期間  2024年 3月 

研究の方法 

（使用する試料等） 

●対象となる患者様 

2024年 3月に当院初診となった患者様。上記経過で当院入院にて治療

を行なった。 

●利用する情報 

電子カルテ上から得られる診療録、搬送書記録内容 

 

試料/情報の他の研究機関ヘ

の提供及び提供方法 

死因究明制度下における解剖時に滋賀医科大学附属病院 法医学講座へ

血液、尿などの検体提出を家族同意のもと行なった。 

個人情報の取り扱い 

研究実施に係る試料等を取扱う際は、被験者の個人情報とは無関係の番

号を付して管理し、被験者の秘密保護に十分配慮する。研究の結果を公

表する際は、被験者を特定できる情報を含まないようにする。また、研
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究の目的以外に、研究で得られた被験者の試料等を使用しない。 

 

本研究の資金源 

（利益相反） 
なし 

お問い合わせ先 

電話番号：077-552-1221（病院代表） 

所属・職名：救急集中治療科 医長 

担当者氏名：中本 和真 

備考 
 

 


